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2安芸太田町議会だより

６月定例会で決まったこと!

■
一
般
会
計
・
歳
入
歳
出
（
議
案
第
47
号
）

　

歳
入
歳
出
に
１
３
８
，
７
９
４
千
円
を
増
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
８
，
７
９
９
，
４

９
７
千
円
に
増
額
【
可
決
】

　
歳
入
の
主
な
も
の

・
国
庫
補
助
金
等　
　

１
０
１
，
９
６
５
千
円

・
起
債
等　
　
　
　
　
　

２
９
，
６
９
４
千
円

　
歳
出
の
主
な
も
の

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
調
整
給
付
）
給
付

　

事
業　
　
　
　
　
　
　

３
７
，
３
５
０
千
円

・
町
道
整
備
事
業
（
三
谷
龍
頭
線
・
横
町
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
，
１
０
０
千
円

・
橋
梁
施
設
改
良
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
，
４
２
７
千
円

・
空
き
家
解
体
補
助
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
千
円

　
■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
議
案
第
45
号
・
46
号
）

・
小
型
除
雪
車

　
　

取
得
金
額　
　
　
　

１
４
，
０
２
５
千
円

　
　

契
約
相
手
方　
　
　

株
式
会
社　

イ
ト
ー

・
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
除
雪
車

　
　

取
得
金
額　
　
　
　
　

５
，
９
７
６
千
円

　
　

契
約
相
手
方　
　
　

株
式
会
社　

イ
ト
ー

■
副
町
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て（
同
意
第
２
号
）

・
新
任　

木
村
富
美
さ
ん

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

審議された主な議案

　

は
じ
め
に
、
議
会
改
革
講
演
会
を
６
月
20
日
に
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
議
会
は
６
月
７
日
に
開
会
し
、
６
月
10
日
、

11
日
の
２
日
間
が
８
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
で
は
、
同
意
議
案
と
し
て
「
木
村
富
美
副
町

長
の
選
任
」
と
「
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
」、
そ
の

ほ
か
「
令
和
６
年
度
会
計
の
補
正
予
算
」
な
ど
、
12
議

案
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
各
議
案
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
は
、
５
月
19
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
、

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
、
大
江
昭
典
議

員
が
新
た
に
加
わ
っ
て
の
定

例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
を
、

加
計
・
筒
賀
・
戸
河
内
の
３

地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。 　

安
芸
太
田
町
議
会
議
長

　
　
中
本
正
葊

６
月
定
例
会
を
終
え
て

第３回定例会（６月定例会）出席議員 第２回臨時会（４月臨時会）出席議員
議席番号 議員氏名 ６/７ ６/10 ６/11 ６/13

① ⻆　田　伸　一 ○ ○ ○ ○
② 斉　藤　マユミ ○ ○ ○ ○

③ 佐々木　道　則 ○ ○ ○ ○

④ 小　島　俊　二 ○ ○ ○ ○

⑤ 末　田　健　治 ○ ○ ○ ○

⑥ 大　江　厚　子 ○ ○ ○ ○

⑦ 影　井　伊久美 ○ ○ ○ ○

⑧ 田　島　　　清 ○ ○ ○ ○

⑨ 大　江　昭　典 ○ ○ ○ ○

⑩ 津　田　　　宏 ○ ○ ○ ○

⑪ 佐々木　美知夫 ○ ○ ○ ○
⑫ 中　本　正　葊 ○ ○ ○ ○

議席番号 議員氏名 ４/22

① ⻆　田　伸　一 ○
② 斉　藤　マユミ 公務欠席

③ 佐々木　道　則 ○

④ 小　島　俊　二 ○

⑤ 末　田　健　治 ○

⑥ 大　江　厚　子 ○

⑦ 影　井　伊久美 ○

⑧ 田　島　　　清 ○

⑨ 大　江　昭　典 ―

⑩ 津　田　　　宏 ○

⑪ 佐々木　美知夫 ○
⑫ 中　本　正　葊 ○



3 安芸太田町議会だより

４月臨時会・６月定例会で決まったこと!

令和６年 第３回定例会 （６月７日～13日）

※特記１…「賛」欄で「全」の表記は全会一致を示します。
　特記２…「否」欄の番号表記は該当する議員の議席番号を示します。
　特記３…議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は議案の可決・否決を決め
　　　　　ることができる「採決権」が認められています。

議案番号 件　　　　　　　名 賛 否 結果

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（安芸太田町税条例の一部を

改正する条例）
全 承認

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（安芸太田町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）
全 承認

議案第41号 令和６年度安芸太田町一般会計補正予算（第１号） 全 可決

令和６年 第２回臨時会 （４月22日）

議案番号 件　　　　　　　名 賛 否 結果

報告第１号 令和５年度安芸太田町一般会計繰越明許費繰越計算書について ― ― ―

報告第２号 令和５年度安芸太田町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

について
― ― ―

報告第３号 令和５年度安芸太田町特定環境保全公共下水道事業特別会計繰越明

許費繰越計算書について
― ― ―

同意第２号 副町長の選任について 全 同意

同意第３号 農業委員会委員の任命について 全 同意

議案第42号 損害賠償の額の決定及び和解について 全 可決

議案第43号 安芸太田町過疎地域持続的発展計画の変更について 全 可決

議案第44号 安芸太田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正について
全 可決

議案第45号 財産の取得について（小型除雪車） 全 可決

議案第46号 財産の取得について（ホイールローダ除雪車） 全 可決

議案第47号 令和６年度安芸太田町一般会計補正予算（第２号） 全 可決

議案第48号 令和６年度安芸太田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ⑥ 可決

議案第49号 令和６年度安芸太田町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全 可決

議案第50号 令和６年度安芸太田町簡易水道事業会計補正予算（第１号） 全 可決

議案第51号 令和６年度安芸太田町下水道事業会計補正予算（第１号） 全 可決

発委第１号 健康保険証の廃止延期を求める意見書の提出について ⑩ 可決

陳情第２号 安野花の駅公園ジーゼル解体撤去のお願い 全 可決

陳情第８号 安野花の駅公園金網フェンス追加設置のお願いについて 全 可決

陳情第11号 地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出することを求める

陳情について
全 可決

発委第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出することについて 全 可決
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ページ 質問議員 質　問　項　目

5
⻆　田　伸　一
【一問一答】

１．安芸太田町の将来について

２．空き家対策について

３．安芸太田町の文化財について

6
佐々木　道　則
【一問一答】

１．施政方針（選挙公約）について

２．地域おこし協力隊について

7
小　島　俊　二
【一問一答】

１．地域活動への支援について

２．空き家問題に対する課題と提案

３．未来へ向けての戦略的投資について

8
田　島　　　清
【一問一答】

１．元殿賀小学校の後利用計画の進捗について

２．町有地駐車場活用のあり方を問う

３．黒い雨被爆者手帳の取組みと今後の展開を問う

４．新型コロナ感染症対応について

9
末　田　健　治
【一問一答】

１．橋本町長の選挙公約について

10
影　井　伊久美
【一問一答】

１．人口減少対策について

２．協働の町づくりについて

３．こどもまんなか社会について

４．町長２期目の取組みについて

11
大　江　厚　子
【一問一答】

１．地方自治について

２．学校（認定こども園・保育所を含む）給食について

３．「黒い雨」被爆者の被爆者健康手帳申請について

12
大　江　昭　典
【一問一答】

１．教育大綱について

２．太田川清流復活について（町長マニフェスト）

３．本町ならではの雇用について（町長マニフェスト）

４．筒賀拠点整備計画について

町
政
課
題
で
活
発
な
論
戦
を
展
開
！

　一般質問は、議員が町民の代表として、町の行政全般に対し、現在の状況や将来

の方針等を質問することで、政策の見直しや提言等を行います。

　●質問時間は、一人１時間以内（答弁含む）です。

　６月定例会では、６月10日、11日の２日間で８人の議員が一般質問を行いました。

　（注）答弁の概要を、次ページ以降に、掲載しています。

一般質問　町の未来（アシタ）を問う！

一般質問
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

町
長

　

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
し
て
分

類
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
率
直
に
申

し
上
げ
て
大
変
残
念
で
す
。

　

人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
と
い
う

意
味
で
は
、
大
都
会
に
若
者
が
集
ま
る

リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
更
に
災
害
対
応
も
含
め
た
東
京
一

極
集
中
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
意
味
で
も
、

改
め
て
地
方
や
田
舎
が
頑
張
る
必
要
が

あ
り
、
本
町
も
こ
の
「
消
滅
可
能
性
自

治
体
」
と
い
う
呪
縛
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
過
疎
地
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
事
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

「
人
口
戦
略
会
議
」
は
７
４
４

の
自
治
体
は
「
消
滅
可
能
性
」
が
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

安
芸
太
田
町
が
消
滅
可
能
性
自
治

体
に
色
分
け
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
様
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

問答

問

過疎地のロールモデルを
目指して頑張る

⻆田　伸一　議員

日本戦略会議発表
安芸太田町は消滅可能性がある

　
　

文
化
財
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
、

文
化
財
を
活
か
し
た
観
光
振
興
に
つ

い
て
を
問
う
。

問
　
　

町
長

　

文
化
財
は
、
守
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
活

用
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
改
め
て
意
識
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
日

本
の
農
山
漁
村
の
景
観
文
化
を
守
り
つ

つ
、
最
も
美
し
い
村
と
し
て
の
自
立
を

目
指
す
運
動
は
、
本
町
が
目
指
す
べ
き

方
向
性
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
、
し

っ
か
り
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

答

　
　

消
滅
可
能
性
が
あ
る
自
治
体
と

さ
れ
た
町
と
し
て
、
安
芸
太
田
町
長

期
総
合
計
画
に
ど
の
よ
う
な
町
づ
く

り
の
方
向
性
を
組
み
込
ま
れ
る
か
。

問
　
　

町
長

　

人
口
戦
略
会
議
で
は
、
人
口
を
安
定

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
「
定
常

化
戦
略
」
と
人
口
が
減
る
中
で
も
、
社

会
活
動
を
維
持
し
、
成
長
を
続
け
る
体

制
を
確
保
す
る
た
め
の
「
強
靭
化
戦
略
」

の
二
つ
を
進
め
る
べ
き
と
の
提
言
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
、
取

組
む
と
定
め
た
目
標
も
同
様
で
す
。

　

人
口
の
安
定
化
と
い
う
点
で
は
、
本

町
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
期
総
合
計
画
策
定
の
議
論
の
中
で
、

方
策
を
議
論
し
ま
す
。

答

文
化
財
を
活
か
し
た
町
づ

く
り

答
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

筒賀大銀杏

安
芸
太
田
町
長
期
総
合
計
画 役場本庁舎
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選挙公約の具体的施策は問

三つの柱をテ－マに
取組んでいく答

佐々木道則　議員

　
　

町
長

　

柱
は
三
つ
あ
り
、
具
体
的
に
は
一
つ

目
の
柱
と
し
て
、
人
口
減
少
ス
ト
ッ
プ

と
い
う
こ
と
で
、

・
住
宅
の
確
保
で
人
口
減
少
ス
ト
ッ
プ
。

・
本
町
な
ら
で
は
の
観
光
、
一
次
産
業

　

の
拡
大
で
人
口
減
少
ス
ト
ッ
プ
。

・
道
の
駅
の
再
整
備
で
す
っ
ご
い
に
ぎ

　

わ
い
の
創
出
。

・
本
町
ら
し
い
教
育
の
追
求
、
子
育
て

　

世
代
確
保
。

　

二
つ
目
の
柱
と
し
て
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
と
い
う
こ
と
で
、

・
公
共
施
設
３
割
削
減
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
。

　

三
つ
目
の
柱
と
し
て
、
時
代
を
リ
ー

ド
と
い
う
こ
と
で

・
太
田
川
の
清
流
復
活
。

・
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
で
高
齢
者

　

が
元
気
な
町
へ
。

・
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
、
地
産
地
消
な

　

ど
「
地
域
循
環
型
社
会
」
を
め
ざ
す
。

　

２
期
目
は
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
各
施

策
を
具
体
的
に
実
施
に
向
け
て
い
く
こ

と
、
ま
た
実
施
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
お
り
、
九

つ
の
具
体
的
な
施
策
に
取
組
ん
で
い
き

　
　

選
挙
公
約
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

の
具
体
的
施
策
は
。

問答

　
　

住
民
課
長

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
商
品
開
発
等
の

地
域
お
こ
し
活
動
、
農
林
水
産
業
の
従

事
、
住
民
支
援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動

な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
定
住
促
進
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

課
題
に
つ
い
て
は
、
協
力
隊
活
動
を

通
じ
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
な
ど
を

見
つ
け
定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
一
方
で
、

退
任
後
転
出
さ
れ
る
方
、
あ
る
い
は
任

　
　

本
町
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
の
成
果
と
課
題
は
。

問答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

小さな森のマルシェ

一般質問

期
を
待
た
ず
に
退
任
す
る
方
も
一
定
数

あ
り
ま
す
が
、
隊
員
の
ス
キ
ル
や
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
と
本
町
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
組
合
せ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
で
き
る
だ

け
具
体
化
し
、
隊
員
自
身
が
本
町
で
定

住
に
向
け
た
展
開
展
望
が
描
け
る
よ
う
、

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。

道の駅「来夢とごうち」

ま
す
。
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

問

適切な時期に、適切な
判断をしていきたい答

小島　俊二　議員

新町建設計画に記載の新庁舎
建設について問う

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

町
長

　

現
在
の
新
町
建
設
計
画
に
お
け
る
新

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
重
く
受
け
止

め
な
が
ら
、
今
後
の
社
会
状
況
あ
る
い

は
財
政
状
況
等
も
確
認
を
し
、
適
切
な

時
期
に
、
適
切
な
判
断
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

新
町
建
設
計
画
に
お
い
て
、
新

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
。「
新
た
な
新
庁
舎
は
、
合
併
後

５
年
を
目
途
に
山
県
郡
西
部
３
町
村

の
将
来
構
想
、
人
口
重
心
を
考
慮
し
、

３
町
村
が
隣
接
す
る
付
近
に
お
い
て

建
設
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
現
在
の
新
町
建
設
計
画
の
計

画
期
間
終
了
に
伴
い
、
新
庁
舎
の
建

設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
計
画
か
ら
消
え
て
い
く
の

か
、
新
た
な
計
画
に
掲
載
し
、
実
現

し
て
い
く
の
か
を
問
う
。

問 新
町
建
設
計
画
に
お
け
る

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

　
　

町
長

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
、
特
に
ご
み

の
収
集
に
つ
い
て
で
す
。

　

公
園
等
の
公
共
用
地
で
、
住
民
グ
ル

ー
プ
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

さ
れ
た
場
合
は
、
ご
み
の
量
や
種
類
に

も
よ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
町
の
ほ
う
で

処
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
事
前
に
担
当
課
の
ほ
う
へ
相
談

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

活
動
の
実
施
団
体
に
つ
い
て
、
清
掃

後
、
集
め
た
ご
み
の
後
始
末
に
課
題

が
あ
る
、
収
集
し
た
ご
み
の
整
理
に

つ
い
て
、
行
政
か
ら
の
支
援
の
可
否

に
つ
い
て
問
う
。

問答 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

総
務
課
長

　

お
お
む
ね
３
か
月
程
度
の
実
証
実
験

を
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
実
証
実
験
と
い
う
こ
と
で
遠
隔

診
療
等
も
含
め
て
、
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

安
野
出
張
所
の
郵
便
局
へ
の
委

託
（
実
証
実
験
）
に
つ
い
て
問
う
。

問答
　
　

教
育
長

　

町
で
は
、
現
在
子
育
て
世
代
の
定
住

及
び
子
育
て
支
援
な
ど
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
様
々
な
施
策

を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
新
た
な
学

校
適
正
配
置
計
画
を
策
定
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

新
教
育
長
と
し
て
、
第
４
次
学

校
適
正
配
置
、
特
に
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

問答

町村合併石碑

クリーン太田川

役場安野出張所

答
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コロナ感染症対応の今後問

田島　　清　議員

　
　

病
院
事
業
管
理
者

　

病
院
の
中
で
、
５
月
の
中
旬
か
ら
職

員
の
感
染
が
見
ら
れ
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
２
か
月
ぐ
ら
い
は
注
視
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
後
遺
症
に
つ
い

て
、
副
反
応
疑
い
報
告
制
度
に
基
づ
く
、

国
か
ら
の
情
報
提
供
や
、
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
に
基
づ
く
被
接
種
者

か
ら
の
救
済
申
請
の
受
給
状
況
、
ま
た

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
状
況
等

に
よ
り
、
一
定
数
の
患
者
の
存
在
が
示

唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
者
か
ら
の
直

接
的
な
御
相
談
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
確
認
さ
れ
た
患
者
の
数
値
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

健
康
被
害
が
接
種
を
受
け
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定

し
た
と
き
は
、
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
に
基
づ
い
て
、
医
療
費
や
、
医

療
手
当
が
給
付
を
さ
れ
ま
す
。
本
町
に

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
の
位
置
づ
け
は
、
令
和
５
年
５
月

８
日
か
ら
、
５
類
感
染
症
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
対
応
を
総
括
し
、
今
後

の
対
策
に
、
活
か
さ
れ
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
現
状
と
対
応
は
。

問答

お
い
て
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
秋
接
種
終
了
ま
で
の
間
、

副
反
応
に
伴
う
健
康
被
害
救
済
制
度
に

関
す
る
相
談
や
申
請
、
ま
た
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
の
認
定
に
よ
る
医
療
費
及

び
医
療
手
当
の
給
付
を
行
っ
た
の
は
１

件
の
み
で
す
。

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

現
在
、
町
内
に
お
い
て
、
黒
い
雨
で

手
帳
所
持
さ
れ
た
方
は
６
７
５
名
で
す
。

　

黒
い
雨
に
遭
っ
た
こ
と
を
要
因
と
し

た
認
定
件
数
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
令

和
４
年
４
月
以
降
、
６
月
７
日
時
点
で

　
　

黒
い
雨
手
帳
の
取
組
み
と
今
後

の
展
開
、
手
帳
申
請
の
却
下
事
案
へ

の
対
応
は
。

問答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

５
３
７
件
で
す
。

　

本
年
度
に
入
り
、
32
件
が
認
定
。
諸

手
当
の
支
給
額
等
に
つ
い
て
は
、
原
爆

被
爆
者
に
対
し
ま
す
援
護
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
支
給
さ
れ

る
手
当
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
被
爆
者

の
中
に
は
、
原
子
爆
弾
の
影
響
に
よ
っ

て
、
生
活
に
支
障
を
来
た
し
、
ま
た
原

爆
が
起
因
す
る
病
気
や
け
が
で
特
別
な

出
費
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

法
に
基
づ
い
て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

健
康
管
理
手
当
や
保
健
手
当
、
医
療
特

別
手
当
や
、
介
護
手
当
、
ま
た
家
族
介

護
手
当
等
が
あ
り
ま
す
。

　

額
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
消
費

者
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
、
金
額
が

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手

当
の
額
等
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
町
民

広
報
で
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
５
月
号
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

安芸太田病院　発熱外来駐車場

一般質問

今後２か月ぐらいは
注視を答



太田川清流
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

橋本町長の選挙公約を
問う問

太田川の清流復活・教育
に取組む答

末田　健治　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

町
長

　

安
芸
太
田
町
ら
し
さ
と
い
う
の
も
追

及
し
て
い
く
、
良
い
情
報
を
必
要
と
し

て
い
る
方
に
お
伝
え
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
芸
太
田
町
に
、
な
に
か
し
ら
ご
縁

の
あ
る
方
へ
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提

供
す
る
か
と
い
う
事
も
工
夫
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

家
族
用
、
独
身
用
住
宅
整
備
に

よ
り
転
入
を
促
す
施
策
が
進
行
中
で

あ
る
。
移
住
先
と
し
て
、
田
舎
を
選

択
さ
れ
る
方
は
、
便
利
さ
を
求
め
ら

れ
る
方
は
い
な
い
。
田
舎
ら
し
く
あ

る
べ
く
、
田
舎
を
磨
く
取
組
み
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問答 「
橋
本
町
長
の
選
挙
公
約

に
つ
い
て
」
人
口
減
少
ス

ト
ッ
プ
施
策

　
　

町
長

　

太
田
川
の
清
流
復
活
に
つ
い
て
の
実

証
実
験
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ダ
ム
の
堆
積
物
が
放

流
に
よ
り
流
れ
出
て
、
水
質
に
影
響
が

出
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
化
学

的
知
見
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
島
市
に
も
影
響
が
あ
る
太
田
川
の

清
流
を
守
る
こ
と
は
、
水
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
と
い
う
事
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
指
摘
の
点
を
踏
ま
え
、
今
後
の

具
体
策
を
考
え
ま
す
。

　
　

か
つ
て
太
田
川
は
川
船
、
い
か

だ
流
し
が
行
わ
れ
、
豊
富
な
水
量
を

誇
っ
て
い
た
。
近
年
は
水
質
の
悪
化

と
共
に
ア
ユ
、
ハ
ヤ
な
ど
の
資
源
は
、

問

答

「
次
代
を
リ
ー
ド
す
る
手

段
に
つ
い
て
」
太
田
川
の

清
流
復
活

　
　

町
長

　

小
規
模
農
家
さ
ん
で
は
有
機
農
業
、

あ
る
い
は
、
減
農
薬
で
の
野
菜
が
町
内

で
採
れ
た
も
の
を
商
社
や
産
直
市
で
販

売
す
る
環
境
と
い
う
の
は
目
指
す
べ
き

方
向
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
・
地
産
地

消
「
地
域
循
環
型
社
会
」
を
目
指
す

取
組
み
を
問
う
。

問答

大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。

　

広
島
湾
の
か
き
養
殖
の
生
育
不
良

対
策
で
、
下
水
処
理
水
の
基
準
を
緩

和
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ア

ユ
の
成
長
に
影
響
の
あ
る
苔
の
生
育

な
ど
の
調
査
を
行
い
、
環
境
へ
の
影

響
を
調
査
し
て
は
如
何
か
。

太田川産直市
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教
育
長

　

教
育
政
策
を
考
え
る
上
で
、
私
が
理

念
と
し
て
い
る
の
は
命
と
心
を
何
よ
り

も
大
切
に
し
な
が
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

本
町
の
子
ど
も
達
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
は
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

平
均
を
上
回
り
良
好
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

学
校
で
の
対
話
的
な
学
び
や
協
働
的

な
学
び
と
と
も
に
、
家
庭
で
の
教
育
や

地
域
で
の
社
会
教
育
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
調
査
の
も

う
一
つ
の
柱
で
あ
る
学
力
に
つ
い
て
、

国
語
・
英
語
に
お
い
て
小
中
学
と
も
に

全
国
と
同
程
度
、
数
学
・
算
数
に
お
い

て
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

総
じ
て
学
力
向
上
の
取
組
み
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
力
向
上

に
努
め
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
長
就
任
か
ら
２
ヶ
月
ほ
ど

経
過
し
た
が
本
町
の
教
育
に
対
す
る

所
感
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
。

問答 こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
に

つ
い
て

政策と施策の整合性を
深めるべきでは問

影井伊久美　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

町
長

　

本
町
の
個
性
を
さ
ら
に
深
め
、
施
策

も
収
れ
ん
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
る
部
分
の
規
制
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必

要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
だ

け
を
考
え
る
と
結
局
、
特
徴
が
何
も
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
こ
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
一
歩
踏
み
込
ん
で

い
く
こ
と
が
、
２
期
目
に
お
い
て
重
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

政
策
と
施
策
の
整
合
性
を
深
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問答 町
長
２
期
目
の
取
組
み
に
つ

い
て

バランスを考えながら特徴
も活かしていきたい答

戸河内小学校

太田川上流
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国と本町の施策に齟齬（そご）
が生じた場合は問

町民の意思を尊重答
大江　厚子　議員

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

町
長

　

国
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
担
い
、

地
域
の
独
自
性
を
考
慮
し
て
取
組
む
べ

き
問
題
は
、
地
方
自
治
体
が
こ
れ
に
当

た
る
こ
と
が
地
方
自
治
の
本
旨
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

地
方
自
治
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

問答　
　

現
在
、
地
方
自
治
の
原
則
を
覆

す
地
方
自
治
法
『
改
正
』
が
国
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
。
国
の
政
策
と
住

民
の
福
祉
の
追
求
に
齟
齬
が
生
じ
た

場
合
、
町
は
ど
う
す
る
の
か
。

問
　
　

教
育
次
長

　

調
理
業
務
の
民
間
委
託
等
を
含
め
、

町
全
体
の
調
理
場
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

答
　
　

町
長

　

町
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
対
応
す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答　
　

１
９
８
５
年
（
昭
60
）
国
は
既

に
、
給
食
業
務
運
営
合
理
化
の
方
針

を
出
し
て
い
る
。
給
食
業
務
を
軽
視

し
た
施
策
で
、
そ
れ
が
今
日
の
調
理

員
不
足
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

問 学
校
（
保
育
所
）
給
食
に

つ
い
て

　
　

加
計
給
食
調
理
場
は
建
設
か
ら

20
年
、
認
定
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち
の

給
食
調
理
室
は
22
年
が
経
過
し
て
い

る
。
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
　

教
育
次
長

　

機
器
に
つ
い
て
は
順
次
改
修
・
新
規

に
替
え
、
施
設
は
計
画
的
な
改
修
を
考

え
ま
す
。

答
　
　

教
育
課
長

　

国
の
動
向
に
注
意
し
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
第
一
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

給
食
費
の
無
償
化
を
問
う
。

問答

　
　

６
月
７
日
現
在
、
本
町
の
認
可

５
３
７
件
、
却
下
20
件
。
却
下
の
場

合
本
人
に
何
が
で
き
る
の
か
。

問
　
　

健
康
福
祉
課
長

　

却
下
処
分
の
審
査
請
求
、
処
分
取
消

し
の
訴
え
、
再
度
の
申
請
が
出
来
ま
す
。

答

　
　

教
育
課
長

　

契
約
に
従
っ
て
委
託
業
者
に
は
一
定

程
度
責
任
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
町
も

責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
　

問
題
が
起
き
た
場
合
の
責
任
の

所
在
に
つ
い
て
は
如
何
か
。

問答

「
黒
い
雨
」申
請
に
つ
い
て

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

来
所
さ
れ
た
方
に
は
相
談
に
応
じ
て

い
る
が
、
相
談
所
開
設
の
考
え
に
は
及

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
　

申
請
に
つ
い
て
広
島
市
は
巡
回

相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
本
町
で
は

予
定
は
あ
る
か
。

問答
　
　

町
長

　

相
談
事
業
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
核
兵
器
の
な
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
国
に
し
っ
か
り
要
望
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
大
江
厚
子
議
員
　

　
来
年
は
原
爆
投
下
80
年
だ
。

　
町
は
申
請
・
認
可
に
つ
い
て
、
国

県
に
格
段
の
配
慮
を
求
め
る
と
同
時

に
、
被
爆
者
の
意
思
を
引
き
継
い
で

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
よ
う
要
請
す

る
。

答

加計給食調理場
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大江　昭典　議員

コミュニティスクールと地域共同活動
の一体的推進についてどう考えるか問

地域学校協働活動の一体的
推進を図ってまいります答

　
　

町
長
は
、
所
信
表
明
中
、
「
教

育
大
綱
の
も
と
、
本
町
ら
し
い
教
育

を
追
求
す
る
」
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、

町
長
行
政
と
し
て
、
現
実
的
に
ど
う

捉
え
る
か
。

問

　
　

教
育
長

　

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
、
地
域
を
創
生
す
る
た
め
、
潤
滑
油

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地

域
共
同
活
動
の
一
体
的
推
進
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
所
感
は
。

問答

　
　

町
長

　

教
育
大
綱
を
ま
と
め
る
町
長
部
局
と

し
て
は
、
こ
の
大
綱
を
で
き
る
だ
け
う

ま
く
、
あ
る
い
は
容
易
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
と
も

連
携
を
し
な
が
ら
、
環
境
整
備
を
こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

答

　
　

教
育
長

　

現
在
、
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

学
校
と
保
護
者
及
び
地
域
住
民
等
と
の

間
の
信
頼
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
学
校

運
営
の
改
善
や
、
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
培

っ
た
、
学
校
と
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
、
各
学
校
、
地
域
の
実
情
や
特
色

に
応
じ
て
、
柔
軟
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
大
綱
の
内
容
は
、
現
在
、

町
内
全
域
で
行
わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
運
営
協
議
会
）

の
考
え
方
、
運
用
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、 

教
育
委
員
会
は
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

問答

教
育
大
綱
に
つ
い
て

安芸太田中学校

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

教育のあり方懇話会（役場本庁　大集会室に於いて）

と
し
て
の
役
割
を
教
育
課
が
担
い
、
伴

走
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
教
育
委
員
会
と
し
て
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
て
、
安
芸
太
田
町
ら

し
い
、
子
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

筒賀小学校



13 安芸太田町議会だより

議会改革講演会を開催しました！
◆と　き／令和６年６月20日
◆場　所／川・森・文化・交流センター
◆講　師／全国町村議会議長会
　　　　　　議事調査部長　飯田　厚 氏
◆テーマ／町村議会の議員報酬の改善に向けた
　　　　　現状と課題
　　　　　～議員定数を含めた将来の議会像を
　　　　　考える～

議会改革に適合した議員報酬額確定の手法
●原価方式
　議員の活動量を首長の活動量と比較して、その割合を首長の給料に乗じて議員報酬額を算定する方式。

　この原価方式には「改革先行型」と「改革意欲型」の２種類がある。

●原価方式の算定モデル

改革先行型 現在の議会・議員活動を踏まえ原

価を算出
改革意欲型 今後の議会・議員活動を明確にし

て原価を算出

⑴議会・議員の活動日数　　　　　　　　日
⑶首長の給料　　　　　　　　　　円

⑵首長の職務遂行日数　　　モデル：305日

⑷議員報酬月額　　　　　　　　　円

×

＝

　※モデル値の算出　365日－（土・日曜日：104日＋国民の祝日：16日）× 1/2 ＝ 305日

町村議会の議員定数を考える
■議員報酬と議員定数は別の論理
　　議員報酬の検討に併せて議員定数についても検討することは必

　要だとしても、それぞれは別の論理であることを確認すべき。

　※報酬増と定数減の論理は連動しない。

■議会力アップのための議員定数を考える
　◎討論できる人数として、１委員会あたり少なくとも７人から８

　　人（６人は下らない）を基準とする。

　◎地区、性別、年齢などを考慮し、多様な人材が参画するに相応

　　した定数を議論。

　◎合併等により面積が広い自治体には面積を加味することが必要。

　◎議長の役割を考慮すれば定数は奇数を想定すべき。 講演会　質疑応答
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議会改革調査特別委員会

議
員
定
数
・
報
酬

　現在、議員定数は、各自治体が自ら考え、条例で決めています。
　安芸太田町議会では、「安芸太田町議会議員定数条例」で、現在の
定数を12人としています。
　以前は、議員定数は、地方自治法で定められていましたが、法律改
正により、定数の決め方は次のように変化してきました。

に
つ
い
て

　

考
え
て
み
よ
う
！

　
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
ご
意
見
を
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議員定数はどのように決めているの？
特集

法定定数制度

条例制定数制度

議員定数の法定上限撤廃

地方自治法によって自治体の人口規模別に定数
が定められ、条例で定数減ができました。

各自治体が、自治法に定める人口規模別に定め
た上限を超えない範囲で、条例で定数を定める。

議員定数の上限が廃止となり、各自治体が自ら
の判断で定数を定めることが可能となりました。

安芸太田町議会のこれまでの議員定数は？
安芸太田町の議員数の推移

年　　月 定　　数 比　　較 議員任期

平成16年10月～ 32人 ― 合併特例
平成17年４月～ 18人 ― １期（４年）
平成21年４月～ 16人 △２ １期（４年）
平成25年４月～ 12人 △４ ３期（12年）

広島県内合併５町との比較（令和６年３月）

町名

項目
人　口 面　積 議員定数 議員１人当

たりの人口

安芸太田町 5,459 341.9 12 455
北 広 島 町 17,105 646.2 12 1,425
世 羅 町 14,739 278.1 12 1,227
神石高原町 7,961 381.8 10 796
大崎上島町 6,744 43.3 10 674

～平成11年

平成11年～

平成23年～
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議会改革調査特別委員会
安芸太田町議会議員の議員報酬について!!

　安芸太田町の議員報酬は、合併以来、改正がなく20年間同額です。

　一方、議員定数は、合併時の18人から現在12人で、６人削減しています。

１．安芸太田町の議員報酬

　①安芸太田町議会議員報酬（H16.10.1）
区　分 報酬額

議　長 269,000円

副議長 219,000円

議　員 200,000円

　②安芸太田町議会議員定数
●平成17年４月　　18人
●平成21年４月　　16人　　▲２
●平成25年４月　　12人　　▲４
　現在に至る

２．広島県内合併５町の議員報酬等の状況

人口 面積
議員

定数

報　酬（円）

議　長 副議長 議　員

安芸太田町 5,459 341.9 12 269,000 219,000 200,000
北 広 島 町 17,105 646.2 12 293,000 246,000 221,000
世 羅 町 14,739 278.1 12 314,000 258,000 241,000
神石高原町 7,961 381.8 10 315,000 265,000 245,000
大崎上島町 6,744 43.3 10 313,000 259,000 240,000

３．議員定数・議員報酬の算定方式について
　議員定数や議員報酬の算定には、数々の方式がありますが、代表的な例として下記の方式があります。

安芸太田町でもその例により算出し、議論しています。

　①議員定数

１．常任委員会数方式
　議案の審査を行う常任委員会に何人の委員が必要か算出する考え

方です。

　　常任委員会数×１常任委員会の議員数＝議員定数

２．人口比例方式 　議員一人当たり、何人の安芸太田町民を代表しているのか算出す

る考え方です。

３．類似町村との比較方式 　人口と産業構造が同じような町村の議員定数と比較して算出する

考え方です。

　②議員報酬

１．原価方式
　議会議員の活動日数を算定し、首長の実際の給料実額を議員報酬

算定の基礎とする

（議会議員活動日数／首長の職務遂行日数×首長の給料＝議員報酬）

２．類似町村との比較方式 　全国の類似団体と比較することにより、議員報酬を決定する。

　安芸太田町の全国類似団体類型　Ⅱ－２　77団体



■
陳
情
審
査　

６
月
12
日

・
陳
情
第
11
号

　

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
書
」

　

【
審
査
結
果
　
採
択
】

　

こ
の
ほ
か
、
陳
情
第
９
号
、
陳
情
第
10

号
は
継
続
審
査

■
陳
情
審
査　

６
月
11
日

・
陳
情
第
２
号

　

「
安
野
花
の
駅
公
園
ジ
ー
ゼ
ル
解
体
撤

去
の
お
願
い
」

　

【
審
査
結
果
　
採
択
】

・
陳
情
第
８
号

　

「
安
野
花
の
駅
公
園
金
網
フ
ェ
ン
ス
追

加
設
置
の
お
願
い
」

　

【
審
査
結
果
　
採
択
】

　

こ
の
ほ
か
、
陳
情
第
４
号
は
継
続
審
査

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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梅
雨
明
け
。
す
る
と
連
日
の
猛

烈
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
、
熱
中
症

対
策
に
厳
重
に
注
意
が
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
ま
た
広
ま
り

つ
つ
日
頃
の
基
本
的
な
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

七
夕
に
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
た

め
に
ご
尽
力
頂
き
余
生
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
高
齢
者
の
庭
先
に
七

夕
飾
り
が
さ
れ
て
あ
り
、
短
冊
の

中
に
「
小
さ
な
集
落
に
も
楽
し
い

日
が
続
き
ま
す
よ
う
に
！
」
と
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
小
さ
な
集
落
を

案
じ
て
お
ら
れ
る
姿
が
見
受
け
ら

れ
、
胸
に
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
に
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た

報
告
が
で
き
る
よ
う
に
励
ん
で
参

り
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
斉
藤　

マ
ユ
ミ
）

編

集

後

記

♦
広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

田
島　
　

清

　
　

副
委
員
長　

影
井
伊
久
美

　
　

委　
　

員　

斉
藤
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

俊
二

委員会の様子
（議事堂委員会室）

現地確認の様子
（安野花の駅公園）

お

知

ら

せ

　

広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
幅
広
く
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
に
意
見
交
換
会
を
定
期

的
か
つ
積
極
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
各
種
団
体
様
に
お
声
が
け

し
、
委
員
会
所
属
の
斉
藤
・
小
島
・

影
井
・
田
島
４
人
の
議
員
で
意
見
交

換
会
を
順
次
開
催
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
議
会

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！
』

『
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

こちらのＱＲ
コードから議
会ホームペー
ジもご覧いた
だけます。

　
■
委
員
会
開
催　

６
月
12
日

①
長
期
総
合
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て

②
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

　

に
つ
い
て

人事案件に同意
【副町長】

木
き

　村
むら

　富
ふ

　美
み

さん

 （新　任）

令和６年６月13日

　選任同意

●任期／令和６年７月１日～

　　　　令和10年6月30日

　　　　　　（４年）

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会


